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毎月天引きされているけど実はよくわかっていない 厚生年金保険料 ってどんなもの？

これまでは主に
年金の受取りに
ついて説明して
きましたが、今回
は年金の保険料
についてお話し
ます！

（保険料率は被保険者・事業主合計、船員・坑内員・任意継続者を除く）
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対象

標準報酬月額（円）
下 限 上 限

保険料率（％）
男 子 女 子

以降

給
与（
標
準
報
酬
月
額
）

給
与
・
賞
与（
標
準
報
酬
月
額
・
標
準
賞
与
額
）

厚生年金保険料率と標準報酬月額上限・下限の推移

総務部 労務担当
鈴木担当課長

給
与
…
標
準
報
酬
月
額

賞
与
…
１
カ
月
間
で
１
５
０
万
円
ま
で
の

支
給
額
で
１
，０
０
０
円
未
満
を

切
り
捨
て
た
額
（「
標
準
賞
与
額
」

と
い
い
ま
す
）

厚
生
年
金
保
険
料
の
計
算
対
象
金
額
は
給

与
や
賞
与
の
支
給
額
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
給
与
の
場
合
は
標
準
報
酬
月
額
に
対

し
て
、
賞
与
の
場
合
は
支
給
額
の
う
ち
１
カ

月
１
５
０
万
円
ま
で
の
部
分
に
対
し
て
保
険

料
率
を
掛
け
て
保
険
料
の
額
を
計
算
し
ま
す
。

賞
与
で
「
１
回
１
５
０
万
円
ま
で
」
で
は

な
く
「
１
カ
月
１
５
０
万
円
ま
で
」
と
い
う

の
は
、
１
カ
月
間
に
２
回
以
上
賞
与
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
（
た
と
え
ば
、

従
業
員
兼
務
役
員
で
役
員
賞
与
と
従
業
員
分

賞
与
が
同
じ
一
月
に
支
給
さ
れ
る
場
合
）。

ま
ず
、
当
社
の
話
で
は
な
く
一
般
的
な
話

を
し
ま
す
（
当
社
は
厚
生
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
の
で
保
険
料
率
が
異
な
り
ま
す
）。

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
率
は
平
成
21
年

９
月
か
ら
１
年
間
は
、
15
・
704
％
で
す
。
こ

の
保
険
料
率
は
平
成
16
年
10
月
以
後
毎
年

０
・
354
％
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成
29
年

度
に
18
・
３
％
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
前
は
女
子
の
方
が
料
率
が
低

か
っ
た
（
つ
ま
り
、
少
な
い
保
険
料
で
同
じ

年
金
額
を
貰
え
た
）
の
で
す
が
、
今
は
男
女

同
一
料
率
で
す
（
左
記
表
参
照
）。

こ
の
料
率
は
被
保
険
者
・
事
業
主
（
会
社

の
こ
と
、
以
後
同
じ
）
合
計
の
料
率
で
、
被

保
険
者
分
と
し
て
は
こ
の
半
分
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
実
際
の
負
担
率
は
事
業
主
の
方
だ

け
０
・
13
％
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
事
業
主
は
厚
生
年
金
保
険
料
と

同
時
に
児
童
手
当
拠
出
金
を
拠
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
で
、
そ
の
拠
出
金
率
が

０
・
13
％
と
い
う
こ
と
で
す
。
児
童
手
当
拠

出
金
と
は
、
児
童
手
当
（
３
歳
未
満
一
律
１

万
円
、
３
歳
以
上
12
歳
３
月
ま
で
第
一
子
・

第
二
子
５
千
円
、
第
三
子
以
降
１
万
円
）
の

原
資
の
一
部
に
な
る
も
の
で
す
（
年
間
約
１

兆
円
の
児
童
手
当
総
コ
ス
ト
の
う
ち
約
１
，

７
０
０
億
円
を
児
童
手
当
拠
出
金
が
負
担
、

他
は
国
と
地
方
自
治
体
が
負
担
）。

当
社
の
場
合
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
率
は

は
11
・
804
％
で
す（
被
保
険
者
・
事
業
主
各
５
・

902
％
、
別
に
児
童
手
当
拠
出
金
が
０
・
13
％
）。

当
社
は
東
京
薬
業
厚
生
年
金
基
金（
以
下「
基

金
」
と
呼
び
ま
す
）
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、

国
に
納
付
す
る
保
険
料
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
少
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
（
３
・

９
％
）
は
、
国
で
は
な
く
基
金
に
納
付
し
て

い
ま
す
。

基
金
に
対
し
て
は
全
部
で
６
・
６
％
の
保

険
料
（
被
保
険
者
２
・
45
％
、
事
業
主
４
・

15
％
）
を
納
付
し
て
お
り
、
保
険
料
の
う
ち

上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
２
・
７
％
（
６
・
６
％

か
ら
３
・
９
％
を
引
い
た
数
字
）
は
基
金
独

自
の
上
乗
せ
給
付
の
原
資
と
な
る
他
、
保
養

所
な
ど
の
運
営
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
賞
与
に
つ
い
て
は
基
金
独
自
部
分
は

あ
り
ま
せ
ん
。

左
記
表
を
見
て
気
が
つ
く
の
は
、
平
成
15

年
４
月
に
、
保
険
料
率
が
そ
れ
ま
で
の
17
・

35
％
か
ら
13
・
58
％
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
、
総
報
酬
制
導
入
に
よ
っ
て
、
給

与
だ
け
で
な
く
賞
与
に
も
ま
と
も
に
保
険
料

が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
給
与
に
対

す
る
保
険
料
率
を
下
げ
た
た
め
で
す
（
総
報

酬
制
導
入
前
は
、
賞
与
に
対
し
て
は
低
率
の

特
別
保
険
料
（
年
金
額
に
反
映
し
な
い
）
の

み
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
）。

標
準
報
酬
月
額
と
は
、
給
与
の
月
額
を
金

額
範
囲
別
に
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
で
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
場
合
、
１
級
９
万
８
千

円
か
ら
30
級
62
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
給
与
月
額
が
57
万
５
千
円
～

60
万
５
千
円
の
場
合
は
標
準
報
酬
月
額
は
29

級
の
59
万
円
に
な
り
ま
す
が
、
上
限
で
あ
る

30
級
を
上
回
る
給
与
月
額
の
場
合
は
、
そ
れ

が
い
く
ら
多
く
て
も
標
準
報
酬
月
額
は
30
級

62
万
円
で
す
。

左
記
の
表
に
こ
れ
ま
で
の
標
準
報
酬
月
額

の
上
限
・
下
限
の
推
移
を
載
せ
ま
し
た
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
に
入
社
し
た
と
き
は
、
通
勤
手
当
を

含
む
初
任
給
を
元
に
し
て
標
準
報
酬
月
額
を

決
め
ま
す
（
資
格
取
得
時
決
定
）。

以
後
、
毎
年
４
～
６
月
の
平
均
給
与
額
を

元
に
し
て
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
し
ま
す

（
定
時
決
定
）。

た
ま
た
ま
３
～
５
月
に
残
業
や
休
日
勤
務

が
多
い
た
め
に
４
～
６
月
の
平
均
給
与
額
が

高
い
と
、
標
準
報
酬
月
額
が
高
い
水
準
で
決

ま
り
、
そ
の
後
１
年
間
は
保
険
料
が
高
止
ま

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
不
公
平
感
を
感
じ
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う

制
度
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
の
で
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
額

は
保
険
料
控
除
後
の
金
額
な
の
で
、
税
金
は

 

① 

厚
生
年
金
保
険
料
計
算
の
元

 

② 

保
険
料
率
に
つ
い
て

 

③ 

標
準
報
酬
月
額
の
決
ま
り
方



年金記録問題は当社従業員にも関係あり！！
　今年４月以降、国民年金・厚生年金保険の加入者全員

に対して社会保険庁から順次「ねんきん定期便」の送付が

始まり、加入者は社会保険庁に登録されている自分の年金

記録の内容を容易に知ることができるようになりました。最

近、この「ねんきん定期便」を受け取ったある従業員から問

い合わせがあったのですが、この件を通じてあらためて年

金記録問題は現在進行中の問題だと感じました。

　今回の事例は、「ねんきん定期便で通知された過去の標

準報酬月額のうち、平成８年８月からの１年間について当

時の給与明細書に同封されていた『社会保険料改定通知

書』の内容より少なくなっているのだが…」というもので、調

べてみると確かに本人の言うとおりでした。

　本文にもあるように、会社は毎年１回従業員の標準報

酬月額を計算して社会保険事務所に届け出ます。標準報酬

月額は年金だけでなく、健康保険の給付や保険料の元で

もあるので、社会保険事務所だけでなく健康保険組合にも

同じデータを提出し、さらに厚生年金基金にも提出していま

す。確認のため中央社会保険事務所、東京薬業健保組合、

東京薬業厚生年金基金に問い合わせた結果、健保と基

金の記録は当社の届出控えと同じ

で、社会保険庁の記録だけが違っ

ていました。

　届出用紙は控え用紙を含めて６枚複写式なので、標準

報酬月額の記録は上限額に達していない人の場合はすべ

て同じになるはずですが、社会保険庁では届出内容を職

員が届書を見ながら手でパンチしてデータをコンピュータ

に入力するので、ときには間違いが起こるのでしょう。

　自分は転職していないから年金記録は問題ないだろう

と思っている人、油断できませんよ。

鈴木課長の
年金コラム

※東京薬業厚生年金基金では、国の年金記録と基金の

年金記録の突き合わせを計画しているということなの

で、新情報が入りましたらお知らせする予定です。

※社会保険料改定時の届出方法としては、数年前から

届出用紙を使用する代わりに電子データによることも

可能になっています。当社では入力ミス防止を考えて

次回届出より電子データの提出を予定しています（プ

ログラム開発済）。

よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
将
来
年
金
額
に
反
映
す
る
厚
生
年
金

保
険
料
を
多
く
払
う
ほ
う
が
、
取
ら
れ
る
の

み
の
税
金
を
多
く
払
う
よ
り
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

定
時
決
定
で
決
ま
っ
た
標
準
報
酬
月
額
は
、

そ
の
年
の
９
月
か
ら
翌
年
の
８
月
（
保
険
料

の
徴
収
は
１
カ
月
遅
れ
と
な
る
た
め
給
与

明
細
書
に
は
10
月
～
翌
年
９
月
に
反
映
さ
れ

る
）
ま
で
の
保
険
料
計
算
の
基
準
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
年
度
の
途
中
で
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
随
時
改
定
）。

そ
れ
は
、
固
定
的
賃
金
変
更
月
以
後
３
カ

月
間
の
平
均
賃
金
が
、
そ
れ
ま
で
の
標
準
報

酬
月
額
と
く
ら
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
場
合

で
す
。

た
と
え
ば
、
固
定
的
賃
金
の
ひ
と
つ
で
あ

る
通
勤
手
当
の
月
額
が
10
月
に
上
が
り
、
10

～
12
月
の
平
均
給
与
額
が
大
き
く
上
が
る
と
、

年
度
の
途
中
で
す
が
翌
年
２
月
の
給
与
か
ら

は
保
険
料
も
改
定
さ
れ
ま
す
。
大
き
く
上
が

る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
標
準
報
酬
等

級
で
２
等
級
以
上
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

随
時
改
定
で
は
標
準
報
酬
月
額
が
上
が
る

場
合
だ
け
で
は
な
く
、
下
が
る
場
合
も
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
。

な
お
、
定
時
決
定
で
は
「
算
定
基
礎
届
」

を
、
随
時
改
定
で
は
「
月
額
変
更
届
」
を
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
事
務
処
理
を
「
算
定
月
変

（
さ
ん
て
い
げ
っ
ぺ
ん
）」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

「
算
定
月
変
」
は
、
年
末
調
整
等
と
並
ん

で
給
与
計
算
事
務
処
理
上
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
３
種
類
の
標
準
報
酬
月
額
決
定
方
法

以
外
に
、「
育
児
休
業
等
終
了
時
改
定
」
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　給与が「日本国内給与」と「現地給与」に分

かれている海外駐在員の場合は、実際の国内

給与だけで計算すると標準報酬月額が少なく

なり、将来受け取る年金が少なくなってしまい

ます。そのため、標準報酬月額は実際の国内

　　給与ではなく、仮に日本にいたとしたら

受け取るであろう給与に基づいて求めていま

す。

海外駐在員の場合は・・・


